
 

い
よ
い
よ
学
生
さ
ん
は
待
ち
に
待
っ
た

冬
休
み
。
グ
ル
ー
プ
や
家
族
で
、
帰
省
や

旅
行
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

報
道
に
よ
る
と
、
今
年
は
景
気
回
復
で
、

旅
行
費
用
も
高
め
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
「
う
ち
は
ま
だ
ま
だ
…

（
財
布
の
紐
を
締
め
て
お
か
な
き
ゃ
！
）
」

と
い
う
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
皆
様
に
、
Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
普
通

・
快
速
列
車
が
１
日
乗
り
降
り
自
由
の

「
青
春
18
き
っ
ぷ
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
切
符
は
、
学
生
の
春
・
夏
・
冬

の
休
み
に
合
わ
せ
た
シ
ー
ズ
ン
限
定
発
売

（
＝
今
冬
の
分
は
1
月
10
日
ま
で
が
発
売

期
間
）
で
、
券
面
の
有
効
期
限
内
（
＝
今

冬
の
分
は
1
月
20
日
ま
で
）
に
利
用
で
き

ま
す
。
尚
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
老
若
男

女
ど
な
た
で
も
Ｊ
Ｒ
の
駅
や
旅
行
代
理
店

で
購
入
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

手
に
し
た
１
枚
の
切
符
に
は
、
５
カ
所

の
日
付
ス
タ
ン
プ
欄
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
１
人
で
５
日
間
乗
車
し
て
も
良
し
、

５
人
一
緒
で
１
日
間
乗
車
し
て
も
良
し
…

と
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
使
え
ま
す
。
有

効
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
使
う
日
付
は
飛
び

飛
び
で
も
大
丈
夫
で
す
。

切
符
の
価
格
は
1
万
1
千
500
円
な
の
で
、

日
付
１
カ
所
あ
た
り
2
千
300
円
の
計
算
で

す
。
例
え
ば
、
南
千
住
駅
か
ら
日
帰
り
で
、

熱
海
（
＝
通
常
往
復
3
千
780
円
。
水
戸
、

宇
都
宮
、
高
崎
な
ど
も
同
額
。
）
ま
で
往

復
す
れ
ば
、
モ
ト
が
取
れ
る
ば
か
り
か
随

分
お
得
で
あ
る
こ
と
が
お
分
か
り
頂
け
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
夜
行

快
速
を
駆
使
し
て
、
東
北
、
関
西
な
ど
も
っ

と
遠
く
へ
行
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
の
ん

び
り
在
来
線
の
旅
も
、
案
外
良
い
も
の
で

す
よ
！

楽
し
い
旅
の
前
に
は
、
当
店

で
「
メ
ガ
ネ
の
点
検
・
調
整
」

を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！
寒
い
こ
の
時
期
に
役
立

つ
「
く
も
り
止
め
」
も
ご
ざ
い
ま
す
。

【
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

佐
藤

祐
一
郎
】

◆
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
◆

南
千
住
５
丁
目
４
３
の
１
３

コ
ツ
通
り

℡
０
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８
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６
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９
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０

★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

平
日
・
土
曜
…
AM
10
時
～
PM
7
時
30
分

日
曜
・
祝
日
…
AM
11
時
～
PM
6
時
30
分

◎
12
月
30
日
～
1
月
3
日
は
休
業
い
た
し

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

メガネの
祐一郎君の
アドバイス

青
春
18
き
っ
ぷ
で

格
安
旅
行
の
す
す
め

東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

も
の
づ
く
り
工
学
科
教
授
・
吉
田
喜
一

私
は
、
高
専
の
１
年
生
『
工
学
概
論
』

（
導
入
教
育
）
５
年
生
『
科
学
技
術
史
』
、

千
葉
商
科
大
学
『
現
代
技
術
論
』
を
受
け
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
の
中
で
人
間
（
自
分
）

の
動
力
を
簡
易
測
定
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

階
段
を
上
っ
た
速
度
に
自
分
の
体
重
を
か

け
る
と
動
力
（
パ
ワ
ー
）
が
で
ま
す
。
単
位

を
調
整
す
る
と
ワ
ッ
ト
の
単
位
に
な
り
ま
す
。

１
馬
力
は
７
５
０
ワ
ッ
ト
で
す
の
で
７
５
０

で
割
る
と
馬
力
が
で
ま
す
。
人
間
は
大
体
１

０
０
ワ
ッ
ト
で
す
。
人
類
は
、
約
５
０
０
万

年
前
に
猿
の
前
足
を
手
に
し
て
道
具
を
作
っ

て
必
要
な
も
の
を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
道
具
が
進
化
発
展
し
た
も
の
が
機
械
で

あ
り
、
自
動
機
械
，
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に

発
展
し
て
い
き
ま
す
。
１
０
０
ワ
ッ
ト
の
人

力
時
代
が
、
４
９
９
万
年
間
続
き
ま
す
。
農

耕
の
発
明
に
伴
っ
て
牛
、
馬
の
動
力
を
利
用

し
ま
す
。
こ
の
値
が
約
１
０
０
０
ワ
ッ
ト

（
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
で
す
。
１
０
０
０
年
く

ら
い
前
か
ら
風
車
、
水
車
の
動
力
を
利
用
し

ま
す
．
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
く
ら
い
で
す
。
そ
し

て
産
業
革
命
が
２
０
０
数
十
年
前
に
起
こ
り

熱
機
関
が
発
明
さ
れ
ま
す
。
千
万
、
十
万
、

百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
桁
が
あ
が
る
よ
う
に
動

力
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
鉄
腕
ア
ト
ム
は
10

万
馬
力
で
し
た
っ
け
（
１
馬
力
は
750
ワ
ッ
ト

で
す
）
？
。
普
通
の
方
眼
紙
で
は
最
近
の
所

だ
け
急
激
に
変
化
す
る
の
で
、
対
数
方
眼
紙

を
使
わ
な
け
れ
ば
書
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
人
類
５
０
０
万
年
の
歴
史
の

中
で
、
現
代
の
技
術
は
と
ん
で
も
な
く
超
幾

何
級
数
的
な
発
展
の
中
に
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
動
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ピ
ー
ド
、
加
工
精
度
，
計
算
速
度
等
す
べ

て
の
技
術
に
つ
い
て
い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
持

続
可
能
な
技
術
発
展
を
い
か
に
は
か
る
か
が

課
題
に
な
り
ま
す
。Ec

on
om

y

（
経
済
）
，E

n
e
r
g
y

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
、E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t

（
環
境
）
と
い
う
３
Ｅ
の
ト
リ
レ
ン
マ
の
中

に
い
ま
す
．
環
境
を
守
り
、
良
く
し
て
い
く

運
動
が
さ
ら
に
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
人
類
の

存
亡
に
も
危
惧
を
感
じ
る
状
況
で
す
。

お
そ
ら
く
新
技
術
の
出
現
で
、
私
が
生
き
て

い
る
う
ち
に
化
石
燃
料
を
使
う
自
動
車
は
無

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
技
術
の
世
界
で
は
水
面
下
で
猛
烈
な
国

際
的
開
発
競
争
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
の
動
力
技
術
史
の
変
遷
の
よ
う
に
、
新
技

術
は
、
環
境
を
守
れ
人
類
を
滅
亡
さ
せ
る
な

と
い
う
大
き
な
運
動
が
な
け
れ
ば
、
出
現
し

な
い
で
し
ょ
う
。
我
々
の
運
動
が
新
し
い
技

術
史
を
切
り
開
き
ま
す
。

人
類
の
技
術
史
の
中
で
の
現
在
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